
すでに薬剤情報・特定健診等情報が閲覧可能な
【医療機関・薬局の方々へ】

オンライン資格確認における

診療情報の提供

令和５年４月時点更新

令和５年４月
厚生労働省医政局
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閲覧できる診療情報 －令和5年5月11日時点ー

▲

▲

医療機関・薬局にて閲覧できる診療情報は、

受診歴（医療機関名、受診歴）、

診療実績（診療年月日、入外等区分、診

療識別、診療行為名（放射線治療、画像診断、

病理診断、医学管理等、在宅医療のうち在宅療養指導

管理料、処置のうち人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、腹

膜灌流、手術（移植・輸血含む）、入院料のうち短期滞

在手術等基本料）など）

○ 医療機関・薬局においては、患者の同意のもと、これまでの「薬剤情報・特定健診等情報」に加えて、受診歴や手術
情報も含む診療実績などの「診療情報」が閲覧可能になります。

○ また、マイナポータルだけでなく医療機関・薬局においても、手術情報も含む「診療情報」が閲覧可能です。

※診療情報として、令和４年6月以降に提出されたレセプト
に含まれる情報を元にした3年分の情報が参照可能
（令和３年９月以降に行われた診療行為に限る）

参考.手術情報の内容イメージ
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メリット：診療情報閲覧の活用イメージ

医療機関・薬局において、患者が過去に受診した医療機関名や診療実績を閲覧することで、問診・診察
時のコミュニケーションの円滑化、重複検査の抑止等による患者の負担軽減や健康状態をより踏まえた
医療等が実現できます。なお手術情報は、場合によっては病名の推定につながる可能性があります。

医療機関 薬局

外来

入院・転院

⚫ 他医療機関での診療実績等が把握できるため
問診・診察に係るコミュニケーションの円滑化に役立つ。

⚫ 他医療機関での画像診断等の実施有無が把握でき、必
要に応じて他医療機関へ速やかに問い合わせすることで、
検査結果の比較による治療内容の充実や重複した検
査の抑止等が可能になる。

⚫ 患者受入れ時の紹介状を補う情報として、紹介状で把
握しきれない診療実績や紹介元以外の診療実績が把
握でき、それらを踏まえた診療計画が可能になる。

医師
歯科医師 薬剤師

活用によるメリット（例）

⚫ 医療機関での診療実績等が把握できるため、
問診に係るコミュニケーションの円滑化に役立つ。

⚫ 直接の処方医以外の医療機関含めて患者の診
療実績が把握できることで、より患者に寄り添った
服薬指導が可能になる。

⚫ 服薬指導において、より患者の健康状態に配慮し
た服薬方法の説明等に役立つ。

調剤・服薬指導

活用によるメリット（例）

救急・災害時

⚫ 手術情報や薬剤情報が把握できることで、疾患の推測
（なぜ症状が出ているのかの原因推測）とそれに伴う
迅速な治療方針の検討が可能になる。
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○ オンライン資格確認等システムにおいては、マイナンバーカードを用いた本人確認を行うことにより、これまで医療機関や
薬局で特定健診情報や薬剤情報等が閲覧できましたが、令和4年9月11日から診療情報も閲覧できるように
なりました（マイナポータルでの閲覧も可能）。

○ 診療情報とは、患者が過去に医療機関を受診した際の診療情報です。閲覧できる情報は、次ページを参照ください。

支払基金
・国保中央会

オンライン資格確認等
システム

④

OR

患者の資格情報等
を取得・取込

健
康
保
険
証

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

③

健康保険証の
記号番号等を入力

OR

顔認証による本人確認

顔認証付き
カードリーダー

目視

暗証番号（4桁）

による本人確認

患者

健康保険証
を提示

②

又は

②

マイナンバーカード

健康保険証

マイナンバーカードを
カードリーダーに置く

※マイナンバーカードは
預からない

＊マイナンバーは用いず、
マイナンバーカードのIC
チップ内の電子証明書
を用いる。

※健康保険証でも資格確認が可能

※特定健診等の閲覧は、マイナンバーカードが必要
（診療情報を含む）

特定健診情報等

被保険者番号
（個人単位化）

資格情報

特定健診情報等

診療情報等

電子証明書の
シリアルナンバー

被保険者番号
（個人単位）

医療保険者等
①

登

録

閲覧

資格情報

※ 政府が提供している、オンラインで自分の情報が
見られる等の機能を有する自分専用のサイト患者・一般の方

マイナポータル

オンライン資格確認における診療情報閲覧について

薬剤情報等

診療情報閲覧により、他医療機関の
情報を活用した円滑な医療の提供

が実現します。
※マイナンバーカードによる資格確認時のみ

シカク君

令和4年9月11日
から閲覧可能
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診療情報閲覧機能の導入のための準備

運用
開始

導入・運用準備システム業者へ確認/相談
事前申し込
みは不要

⚫ 診療情報閲覧に当たって必要な個別対応
事項をシステム業者へ確認してください。

⚫ 設定変更等を
行ってください。

診療情報等閲覧の導入に向けて、システム業者に相談のうえ、導入に必要な作業をご確認してください。

現在、オンライン資格確認を導入していない、または、導入作業を開始した医療機関・薬局については、
システム業者に対して、オンライン資格確認と診療情報閲覧を併せて導入したい旨を相談・依頼してください。

準備作業（例）

オンライン資格確認を
導入済みの医療機関・

薬局向け


